
［成果情報名］ブロイラー育成における飼料中タンパク質源の違いによる抗菌剤の影響

［要約］飼料中のタンパク質源の差異と抗菌剤添加の有無がブロイラーの生産性およびス

トレス応答に及ぼす影響について調査した結果、幼雛期の発育体重は動物タンパク質の影

響が大きかったが、その後の発育はタンパク質源よりも抗菌剤の影響が大きい。また、ス

トレス応答の観点で見ると抗菌剤の作用は動物タンパク質で顕著に認められる。
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［背景・ねらい］

鶏肉＝ヘルシーのイメージを明確にするために、生産現場では飼料中のタンパク源につ

いて動物性を避け植物性原料を用いている。しかし、植物原料を利用することで飼養標準

の要求量を満たしているにもかかわらず動物原料を利用した場合と比較して発育速度の遅

延や飼料要求率の低下を招いている。そこで、飼料中のタンパク質源の違いと抗菌剤の有

無がブロイラーの生産性及びストレス応答に及ぼす影響を明らかにした。

［成果の内容・特徴］

１．３週齢までの発育体重は動物タンパク質を利用することで有意に増加するが、その

後８週間まで飼育した場合にはタンパク質源の違いよりも抗菌剤の有無の影響が大

きい （表－１）。

２．正肉歩留は抗菌剤を添加することで有意に増加するが、腹腔内脂肪蓄積率及び肝臓

割合にはタンパク質源及び抗菌剤の効果は認められない （表－２）。

３．脂肪の色調は、植物タンパクの利用により有意に黄色度（ 値）が低下し、その結b*
果白色度（ 値）が向上した。一方、抗菌剤添加による色調への影響は、動物タW
ンパク質を利用した場合に黄色度の低下が認められるが、植物タンパク質の場合は

影響がない （表－２）。

４．偽好酸球：リンパ球比率は、抗菌剤の添加により低下し、その割合は動物タンパク

質の場合で顕著であったことから、抗菌剤の効果は植物タンパク質利用の場合と比

較して動物タンパク質の場合に顕著に表れる （図－１）。

５．血漿のチオバルビツール酸値（ 値）について、動物タンパク質の場合に高いTBA
値を示したことから、動物タンパク質を給与する場合は抗菌剤の添加等のストレス

抑制のための何らかの処置が必要と考えられる （図－２）。

［成果の活用面・留意点］

１．ブロイラー飼育におけるストレスと飼料原料の種類や抗菌剤との関係が明らかにな

ることで、飼料製造時の配合設計への応用が可能となる。

２．動物タンパク質は魚粉を、植物タンパク質は主として大豆粕を使用した。



［具体的データ］

表－１ 育成成績

区分 タンパク源 抗菌剤 増体量 飼料要求率

週齢 ０－３ ０－８ ０－３ ０－８

321 a 3,096 A 1.42 2.06１ 動物性 あり

327 a 3,035 B 1.42 2.08２ 動物性 なし

307 b 3,081 A 1.40 2.04３ 植物性 あり

298 b 2,957 B 1.41 2.09４ 植物性 なし

注：大文字異符号間に有意差あり（ ≦ ）p 0.01
小文字異符号間に有意差あり（ ≦ ）p 0.05

表－２ 解体成績

区分 正肉歩留 腹腔内脂肪 肝臓割合 脂肪の色調

L* a* b* W蓄積率

46.76 a 2.63 1.84 66.34 a 1.34 23.17 Aa 58.97 a１

45.76 b 2.47 2.02 67.94 b 1.35 19.43 Ab 62.32 b２

46.42 a 2.59 1.99 66.27 a - 0.11 18.50 B 61.33 a３

44.87 b 2.52 2.20 68.16 b 0.71 17.59 B 63.44 b４

注：大文字異符号間に有意差あり（ ≦ ）p 0.01
小文字異符号間に有意差あり（ ≦ ）p 0.05

図－１ 偽好酸球：リンパ球比 図－２ 血漿ＴＢＡ値
（ ） （ ）小文字異符号間に有意差あり ≦ 小文字異符号間に有意差あり ≦p 0.05 p 0.05
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